平成24年12月6日

会員　各位

公益社団法人日本技術士会 中国本部

本部長　近藤 英樹

事業委員長　大田 一夫


拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、日本技術士会 倫理委員会は、2012年10月より8回にわたり、「技術者倫理の最前線2012年連続セミナー（主催：倫理委員会、協力：技術者倫理研究会）」を開催いたします。

当本部におきましても、事業委員会が技術者教育研究会と連携して、標記連続セミナーをＷｅｂ中継し、中国本部事務局においてセミナーに参加できるようにしました。

いま、科学技術を人間生活に利用する役割を担う技術者の、最前線の話題といえば、福島原発事故の調査・検証機関の報告があります。技術者倫理の学習は、ハウツー型の知識の習得にとどまらず、そういう最前線の困難な倫理問題を掘り下げ、解決するのに役立つようでなければなりません。

その第3回のセミナーが、『福島第一原発事故調査・検証の基本課題～(第三話) 日本沙漠に消えた「安全文化」（第3章）～』と題して、12月18日(火)18時30分～20時30分に開催されますので、奮ってご参加下さい。
ご多用の処、誠に恐縮に存じますが、下記締め切り期日までにお申込み賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

敬具

－ 記 －

１．主　催　：　日本技術士会倫理委員会／中国本部事業委員会・技術者教育研究会
２．日　時  ：  平成24年12月18日(火)　18:30～20:30

３．会　場  ：　公益社団法人日本技術士会 中国本部事務局

４．内　容　：　「福島第一原発事故調査・検証の基本課題
～(第三話) 日本沙漠に消えた「安全文化」（第3章）～」
講師：杉本泰治（日本技術士会会員）

５．参考図書：　
『大学講義　技術者の倫理　入門　第四版』丸善出版　定価1,785円

『技術者の倫理　学習要領』丸善出版　定価6,090円

６． 定員、対象、参加費、ＣＰＤ

（１）定員　　３０人　

（２）対象　　技術士会会員及び一般参加者も歓迎します。

（３）参加費　会員：無料、非会員：500円

（４）ＣＰＤ　参加者には日本技術士会からＣＰＤ：２時間の参加票を発行します。

７.　申込について

（１）締め切り　　平成24年12月17日（月）（ただし、定員になり次第締め切ります。）

（２）申し込み先

公益社団法人 日本技術士会 中国本部事務局：植田、勝田

広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階

TEL： 082-511-0305　FAX : 082-511-0309　E-Mail : ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
　2012年連続セミナーの日程
	回
	開催日
	標題（テキストの相当章）
	講師

	第1回
	10月23日（火）
	福島第一原発事故調査・検証の基本課題

(第一話)　モラルの意識は人間の条件（第1章）
	杉本泰治

	第2回
	11月27日（火）
	福島第一原発事故調査・検証の基本課題

(第二話)　積極的な公務員倫理の発見（第2章）
	杉本泰治

	第3回
	12月18日（火）
	福島第一原発事故調査・検証の基本課題

(第三話)　日本沙漠に消えた「安全文化」（第3章）
	杉本泰治

	第4回
	1月22日（火）
	福島第一原発事故調査・検証の基本課題

(第四話) 「失敗学」から人間への階段（第8，9章）
	杉本泰治

	第5回
	2月19日（火）
	コンプライアンスと説明責任

正直性・真実性・信頼性はなぜ重要か（第10，11章）
	橋本義平

	第6回
	3月19日（火）
	技術者の葛藤問題

解決方法と応用事例（第4，7章）
	安藤正博

	第7回
	4月16日（火）
	従業員としての技術者

内部告発と技術者の権利（第12、13、14章）
	橋本義平

	第8回
	5月21日（火）
	技術者資格制度

日本と欧米の差異及び国際協定と規定（第5、6、15章）
	安藤正博


	第3回 技術者倫理の最前線 2012年連続セミナー
Web中継参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９
※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


第3回 技術者倫理の最前線 2012年連続セミナー Web中継に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	技術部門
	(注3)

	勤務先
	

	連絡先
	住所(注4)：□会社　□自宅

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-mail：


注1） 資格は該当するものを■(または☑)にしてください。
注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指す。該当するものを■(または☑)(同上)。

注3） 資格が技術士か修習技術者の方のみ記入。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち該当するものを■(または☑)にして住所等を記入。

申込者が会員で事務局に登録済の住所等に変更がない場合は省略可能。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部 TEL:082-511-0305 FAX:082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp 
公益社団法人日本技術士会 倫理委員会／中国本部事業委員会･技術者教育研究会 主催


第3回 技術者倫理の最前線 2012年連続セミナーWeb中継（ご案内）








